
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　東日本大震災でも繰り返し説かれたように、大きな地震が発生した際、津波から
命を守る最善の手段は「急いで海岸や河川から離れ、できるだけ高いところに逃げ
る」こと。それを地域に伝え続けていくため、津波に対する意識の向上を図りなが
ら、子供たち一人ひとりが避難の意義を理解しみんなで逃げるという訓練を実施す
ることで、防災意識が向上したと思料される。
　また、たんなる訓練だけでなく、飛砂防止効果が期待できる「アキグミ」の植栽と
併せて行うことで、参加意欲を向上させ地域防災への関心を高めることができた。

　阿賀野川の河口に位置する新潟市北区松浜地区は、昭和39年の「新潟地震」
により液状化が発生し、壊れた堤防から津波があふれ被害が拡大した。また、東
日本大震災では津波が河川を遡上し随所で被害が発生したことを踏まえ、平成
23年度から阿賀野川堤防の耐震対策工事が進められ26年度に完成。これを受
け、地元の小学校、自治会、市と連携を強化し子供を対象とした避難訓練を実施
することで、地域防災力の向上を図る。

主 催：国土交通省阿賀野川河川事務所
協 力：松浜自治振興会、新潟市、(一社)北陸地域づくり協会

日 時：平成27年10月9日（金）　9:30～10:40

場 所：新潟市北区松浜地先 阿賀野川河川敷

実施概要：
　・挨拶、説明
　・アキグミ植栽
　　＊痩せた土地でも生育する低木落葉樹。
　　　 2～3ｍに成長すると飛砂防止効果が期待できる。
　・津波避難訓練

参加者：新潟市立松浜小学校 4年生 100人
　　　　　地元自治振興会役員　等
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阿賀野川「津波」に関する避難訓練会 事業経緯 新　規 実施体制 協　力 担当所属 新潟支所

一般社団法人 北陸地域づくり協会

避難訓練中

アキグミ植栽 訓練の説明


